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九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
新
収
資
料
紹
介

①

『森

本

文

庫
』

五
冊

三
冊

合

計

一
一
一
冊

内
容

目
録
と
森
本
光
太
郎
氏
に
つ
い
て

こ
の
た
び
森
本
龍
夫
氏

(
東
京
都
)
よ
り
、

『
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
鉱
山
技
師

協
会
紀
要

』
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
雑
誌
が
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ

ー
に
寄
贈

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は

つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。

目

録

「
八
冊

二
〇
冊

一
四
冊

三
八
冊

一
三
冊

森 本 文 庫

 

こ
れ
ら
の
雑
誌
は
森
本
氏
の
尊
父
故
森
本
光
太
郎

氏
の
蒐
集
に
か
か
る
も
の
で

あ
る
。
光
太
郎
氏
は
、
履
歴
書
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
三
井
鉱
山
で
長
い

間
技
師
と
し
て
石
炭
鉱
業
に
従
事
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
石
炭
鉱
業
史
に
対
す
る
深

い
関
心
か
ら
鉱
山
技
師
協
会
紀
要
の
蒐
集
に
む
か
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
関
心
は
、
三
池
鉱
業
所
在
勤
時
に
官
営
期
の
三
池
炭
鉱
の
記
録
で
あ
る

「
三
池
鉱
山
年
報
」
を
書
き
写
し
、

コ
ニ
池
鉱
山
に
関
す
る
記
録

朋
」

(上

・
下
二
冊
)
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

(
三
池
鉱
山
年
報
に
つ
い
て
は

『
福
岡
県
史

近
代
史
料
編

三
池
鉱
山
年
報

」

昭
和
五
十
七
年
刊
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
)
と
も
に
石
炭
鉱
業
史
研
究
に
対
す
る

議

螢
ハ篁

一20↓
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貴
重
な
貢
献
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

鉱
山
技
師
協
会
紀
要
は
和
田

一
夫
氏
の
紹
介
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て

貴
重
な
研
究
資
料
で
あ
り
、
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
紀

要
を
『
森
本
文
庫

』
と
命
名
し
て
、
学
内
外
の
研
究
者
の
研
究
の
便
に
供
す
る
て

と
に
な
っ
た
。
ご
寄
贈
下
さ

っ
た
森
本
龍
夫
氏
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
森
本
光

太
郎
氏
の
写
真
と
履
歴
書
を
掲
げ

て
、
故
人
に
対
す
る
謝
意
と
し
た
い
。

履

歴

書

原

籍

住

所

故森本光太郎氏

 

福
岡
県
若
松
市
本
町
二
1

一
八
五

東
京
都
目
黒
区
東
ケ
丘
二
1
十
三
1

一

森

本

光
太
郎

明
治
十
六
年
十

一
月
二
十
五
日
生

学

歴

明
治
四
十

一
年

職

歴

明
治
四
十

一
年

大
正

十
年

〃

十
二
年

〃

十
三
年

〃

十
五
年

七
月

京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
採
鉱
冶
金
学
科
卒
業

八
月

八
月

六
月

十
月

八
月

三
井
鉱
山
会
社
入
社
、
田
川
炭
鉱
勤
務

滞
在

一
ケ
年

の
予
定
を
以
て
欧
米

へ
留
学

三
池
鉱
業
所

鉱
務
技
師

全
所
宮
浦
坑

主
任
心
得

本
店
鉱
務

一
部
採
鉱
技
士

昭
和

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

二
年

二
月

三
年
十
二
月

十
年

十
年

十

一
年

〃〃〃

十
二
年

十
三
年

〃

二
月

六
月

四
月

五
月

八
月

十
月

七
月

七
月

十

二
月

十
四
年
十

二
月

十

五
年

一
月

〃

三

月

〃

五

月

〃

六

月

〃

〃

〃

〃

十
六
年

二
月

〃

〃

〃

一
月

〃

三
月

〃

六
月

〃

十

二

月

〃

〃

十
七
年

一
月

〃

〃

罷
役

(朝
鮮
無
姻
炭
鉱
、
常
務
取
締
役
)

復
職
、
本
店
鉱
務

一
部
採
鉱
技
士

本
店
鉱
務

一
部
主
事

山
東
鉱
業
取
締
役

(
全
十

一
年
九
月
辞
任
)

日
本
鉱
業
会
理
事

(全
十
二
年
三
月
辞
任
)

砂
川
鉱
業
所
長

北
海
道
鉱
山
学
会
評
議
員

日
本
鉱
山
協
会
札
幌
地
方
常
務
委
員

北
海
道
産
業
衛
生
協
会
評
議
員

本
店
鉱
務
第

一
部
長

国
民
職
能
登
録
に
関
す
る
専
門
委
員

三
井
鉱
山
会
社
取
締
役

社
団
法
人
日
本
鉱
山
協
会
理
事

南
洋
ア
ル
ミ
鉱
業
会
社
取
締
役

鉱
山
懇
話
会
三
井
鉱
山
代
表
委
員

三
成
鉱
業
監
査
役

松
島
炭
鉱
取
締
役

三
井
総
元
方
企
画
部
委
員
会
委
員

鉱
工
業
総
力
発
揮
委
員
会
委
員

東
亜
経
済
懇
話
会
鉱
工
業
委
員
会
委
員

日
本
亜
鉛
鉱
業
取
締
役

科
学
動
員
協
会
鉱
業
部
門
功
労
者
審
査
委
員

日
本
鉱
業
会
評
議
員

基
隆
炭
鉱
取
締
役
会
長

釜
石
鉱
山
取
締
役

東
洋
軽
金
属
会
社
工
場
建
設
委
員
会
委
員

産
業
委
員
会
分
科
会
委
員

ト22「



昭
和

十
七
年

一
月

〃

〃

〃

〃

〃

三

月

〃

〃

四

月

〃

〃

七

月

〃

〃

九

月

〃

〃

十

二

月

〃

〃

〃

〃

十
八
年

四
月

〃

〃

十
二
月

〃

十
九
年

五
月

〃

二
十
年

三
月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

四

月

〃

〃

六

月

〃

〃

九

月

〃

二
十

一
年

四

月

〃

〃

五
月

〃

〃

〃

〃

〃

六

月

〃

二
十

三

年

二

月

〃

一二
十

一
年

二

月

日
本
鉱
山
学
会
学
術
部
小
委
員
会
委
員

日
本
学
術
振
興
会
学
術
部
第
四
九
小
委
員
会
委
員

鉱
山
統
制
会
技
術
専
門
委
員
会
委
員

商
工
省
産
業
設
備
評
礒
委
員
会
専
門
委
員

南
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鉱
山
建
設
委
員
解
任

東
亜
経
済
懇
話
会
大
東
亜
経
済
委
員
会
鉱
工
業
分
科

会
委
員

北
海
道
炭
鉱
会
社
監
査
役

釜
石
鉱
山
取
締
役
解
任

基
隆
炭
鉱
取
締
役
会
長
解
任

本
店
技
術
部
長
、
保
安
部
長

太
平
洋
炭
礦
取
締
役

常
務
取
締
役

九
州
駐
在

太
平
洋
炭
礦
常
務
取
締
役

南
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鉱
業
取
締
役
解
任

九
州
地
方
三
井
本
社
代
表
就
任

松
島
炭
鉱
常
務
取
締
役
社
長
代
行

松
島
炭
鉱
取
締
役
社
長

北
海
道
炭
礦
汽
船
取
、締
役
解
任

太
平
洋
炭
礦
取
締
役
社
長

松
島
炭
鉱
取
締
役
社
長
解
任

太
平
洋
炭
礦
取
締
役
社
長
解
任

死
去

(荻
野
喜
弘
)

『
鉱
山
技

師
協
会
紀

要

』
に
つ
い
て

ー

そ
の
社
会
的
地
位
の
変
化
と
の
関
連
で

ー

イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
け
る
石
炭
産
業
史
研
究
は
現
在
、
研
究
史
上
の

一
つ
の
大

き
な
画
期
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
全
国
石
炭
庁

(
N
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
a
l
 
B
o
a
r
d

)

の
全
面
的
な
支
援
の
下
に
す
す
め
ら
れ
て
い

た

「
正
史
」

(
○
{
塗
。
凶巴

田

ω
8
蔓

)

の
手

に
で
き
る
日
が
間
近
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
作
業
の

一
端
は
既
に
公
刊
さ
れ
た
文
献
目
録

〔
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y

o
f
 
t
h
e
 
C
o
a
l
 
I
n
d
u
s
t
r
y
,
c
o
m
p
i
l
e
d
 
b
y
 
J
o
h
n
 
B
e
n
s
o
n

R
o
b
e
r
t
 
G
N
e
v
i
l
l
 
a
n
d
 
C
h
a
r
l
e
s
 
H
 
T
h
o
m
p
s
o
n

(
O
x
f
o
r
d

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
1
9
8
1

)

〕
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
少

な
く
と
も
こ
の

「
正
史
」
が
お
ざ
な
り
な
も

の
で
は
な
い
と
予
期
さ
せ
る
に
十
分

で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
献
目
録
に
も
重
要
な
原
資
料

の
所
在
場
所
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る

「
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
鉱
山

.
機
械
技
師
協
会
」

(
T
h
e

N
o
r
t
h
 
o
f
 
E
n
g
l
a
n
d
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
o
f
 
M
i
n
i
n
g
 
a
n
d
 
M
e
c
h
a
n
i
c
a
l
 

E
n
g
i
n
e
e
r
s

)
の

『
紀
要

』
(
T
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n
s

)
が
、
こ
の
度
、
九
州
大
学
石

炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
に
森
本
文
庫
と
し
て
収
め
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
。
こ
の

「協
会
」
と

「
紀
要
」
に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
し
、
寄
贈
さ
れ
た
森
本
龍
夫
氏

の
御
厚
意
に
対
す
る
感
謝
の

一
文
と
し
た
い
。

「
北
部
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
鉱
山

・
機
械
技
師
協
会
」
は
鉱
山
事
故
防
止
お
よ
び
鉱

山
科
学
の
進
展
を
は
か
る
た
め
に
、
鉱
山
技
師
の
集
ま
り
と
し
て
、

一
八
五
二
年

に
発
足
し
た

「
協
会
」
で
あ
る
。

(も

っ
と
も
、
当
初
は

「
北
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
鉱
山
技
師
協
会
」
と
し
て
出
発
し
、
鉱
山
の
技
術
的
問
題
の
関
連
か
ら
、
一
八
六

〇
年
代
末
に
は
加
入
対
象
を
拡
げ
前
記
の
ご
と
く
名
称
も

「
鉱
山

・
機
械
技
師
協

会
」
と
変
更
し
て
い
る
。
)
こ
の

「
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

地
域
は
イ
ギ
リ
ス
有
数
の
石
炭
産
出
地
域
で
あ
り
、
十
九
世
紀
初
頭
に
は
多
数
の

大
炭
鉱
が
稼
動
し
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
。
古
く
か
ら
石
炭
の
採
掘
が
お
こ
な
わ



れ
て
い
た
関
係
で
、
他
地
域
と
較

べ
採
炭
現
場
は
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
操

業
規
模
も
大
き
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
爆
発
事
故
の
発
生
が
炭
鉱
所
有
者
に
と

っ
て
は
巨
額
の
損
失
を
意
味
し
た
だ
け
で
な
く
、
綿
密
な
採
炭
方
法

・
計
画
を
練

り
、
操
業
を
し
な
け
れ
ば
、
多
く
の
石

炭
を
地
中
に
残
し
、
結
果
的
に
炭
鉱
所
有

者
の
損
失
を
ま
ね
く
こ
と
は
、
既
に
当
時
に
お
い
て
も
的
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
専
門
職
と
し
て
鉱
山
技
師
が
そ
の
重
要
性
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
で

も
あ

っ
た
。
事
実
、
こ
の

「
協
会
」
設
立
の
意
図
は
、
専
門
職
と
し
て
認
め
ら
れ

つ
つ
あ

っ
た
鉱
山
技
師
の
地
位
を
社
会
的
に
認
知
さ
せ
、
そ
の
社
会
的
地
位
を
確

固
と
し
、
上
昇
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
続

い
て
他
の
炭
田
地
帯
で
も
、
こ
の
よ
う
な
鉱
山

技
師
を
中
心
と
し
た

「
協
会
」
が
設
立

さ
れ
た
が
、
や
は
り
こ
の
北
部
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
こ
の

「協
会
」
が
技
術
面
で
も
、
会
員
数
や
そ
の
他
の
面
で
も
、
他
の
協

会
を
圧
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の

「協
会
」
の
中
か
ら
他
の
地
域

と
の
統
合
を
企
図
す
る
動
き
、
な

い
し
は
何
ら
か
の
連
合
組
織
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
で
て
き
た
。
は
や
く
も

一
八
五
四
年
に
は
各
々
の
炭
田
地
帯
の
代
表

者
が

ロ
ン
ド
ン
で
会
合
を
も
ち
、
様
々
な
地
域
の
鉱
山
技
師
の
情
報
交
換
を
は
か

る
機
関
の
設
置
を
討
議
し
た
が
、
失
敗

に
帰
し
た
。

一
八
六
八
年
十

一
月
に
は
こ

の

「協
会
」

の
会
長
で
あ

っ
た
ジ
ョ
ー
ジ

・
エ
リ
オ

ッ
ト
卿
が
、
各
地
の
鉱
山
技

師
協
会
を
統
合
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。
各
地
の
協
会
が
独
自
性
を
保
持
し
た
ま

ま
で
も
、
全
国
的
な
連
合
組
織
が
形
成

さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
鉱
山
技
師

の
社
会
的

地
位
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
に
な
る
と
彼
は
力
説
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
彼
の
考
え
も
こ
の
時
点
で
は
実
現

さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
後
も
、

「
協
会
」

の
歴
代
の
会
長
は
連
合
組
織
の
必
要
性
を
訴
え
た
が
実
現
せ
ず
、

一
八
八
八
年
に

な
り
、
や
は
り

「
協
会
」
主
導
の
下
に

ロ
ン
ド
ン
で
会
合
を
ひ
ら
き
、

一
八
八
九

年

一
月
の
シ

ェ
フ
イ
ー
ル
ド
の
会
議
で
連
合
体
設
置
を
原
則
的
に
承
認
し
、

一
八

八
九
年
七
月

一
日
に
念
願

の
全
国
組
織

「
鉱
山
技
師
連
合
協
会
」

(
F
e
d
e
r
a
l

I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
o
f
 
M
i
n
i
n
g
 
E
n
g
i
n
e
e
r
s

)
が
正
式

に
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

(
こ
の
組
織
は

一
八
九
〇
年
代
末
に

「鉱
山
技
師
協
会
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
、

よ
り
強
固
な
全
国
組
織
と
な

っ
た
。
)

森
本
文
庫
と
し
て
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
に
収
め
ら
れ
た
資
料
は
、

「
北
部

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
鉱
山
技
師
協
会
」
、

「北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
鉱
山

・
機
械
技
師
協

会
」
、
そ
し
て

「
鉱
山
技
師
連
合
協
会
」
、

「
鉱
山
技
師
協
会
」
と
名
称
を
変
更

し
な
が
ら
、
そ
の
度
に
確
実
に
専
門
職
と
し
て
の
社
会
的
地
位
の
上
昇
を
か
ち
と

っ
て
い
た
技
術
者
集
団
の
軌
跡
を
た
ど
り
う
る
稀
有
な
資
料
で
あ
り
、
こ
の

一
連

の
協
会
の
『
紀
要

』
が
欠
本
も
な
く
揃

っ
て
い
る
の
は
、
わ
が
国
で
極
め
て
珍
ら

し
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
『
紀
要

』
の
内
容
が
、
彼
ら
の
社
会
的
地
位
の
変
化
に
符
号
す
る
か
の
よ

う
に
、
微
妙
に
変
容
し
て
い

っ
た
事
実
も
ま
た
注
目
に
値
し
よ
う
。

「
協
会
」
が

設
立
し
た
当
初
は
、
技
術
者
集
団
の

『
紀
要

』
ら
し
く
、
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど

が

「
通
気
」
、

「
鉱
山
爆
発
」

や

「
地
質
」
な
ど
の
技
術
的
問
題
の
解
決
に
論
文

が
集
中
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
十
九
世
紀
末
に
近
づ
き
、
彼
ら
の
社
会
的
地
位
が

上
昇
し
、
安
定
す
る
に
し
た
が
い
、
こ
の
よ
う
な
技
術
的
問
題
に
関
連
す
る
論
文

の
他
に
、
視
察
旅
行
、
工
場
見
学
な
ど
の
記
事
が
増
え
、
中
に
は
き
わ
め
て
詳
細

な
紹
介
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
さ
え
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
『
紀
要

』
が
技
術
史
の
研
究
に
き
わ
め
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
特
に
十
九
世
紀
末
以
降
に
は
個
別
企
業

の
生
産
設
備

の
状
態
に
つ
い
て
極
め
て
詳
細
な
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

と
き
と
し
て
経
済
史

・
経
営
史
の
研
究
者
に
と

っ
て
き
わ
め
て
有
益
な
情
報
を
も

た
ら
す
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
た
。

こ
の
『
紀
要

』
が
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を

心
か
ら
喜
ぶ
と
同
時
に
、
研
究
者
に
こ
の
資
料
の
有
用
性
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。

(和
田

一
夫
)
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